
令和3年度シラバス

検印 校長 I 蜘頁 I 

科目 「農業と環境～栽培～」

単位数 6(4) Ct,;育・栽培ローテーション学習） 学科：生物資源科 学年： 1年

1 学習の目標

(1)農業生産育成の体験的な学習を通して、作り育てる・喜ぶや、成釦惑、達成惑を

味あわせ、農業及び農業学習に対する興味•関心を高めるとともに農業学習につ

いての明確な目標を把握させ、 3年間の高校生活を充実したものにするための基

礎を養う。

(2)プロジェクト学習を通して科学的思考力と問題解決能力を伸ばし、農業の各分野

の発展を図る能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)飼育と栽培の学習を前半・後半のローテーションて行い、農場実習を中心とした

内容で進めます。 （前半NOl~l8、後半N019~36)

(2)基本的に毎回、実習服を着用して行います。（忘れないで下さい）

(3)本時の記録及ぴ説明→実習→本時の感恩記入→検印の流れて進めま

すので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録もありますのて携帯

できる筆記用具を準備してください。

3 学習する上での留意点

(1)植物（野菜・草花）を教材とします。農業の楽しさ、大変さを実惑してください。

(2)植物の生育の様子を調査・親察し、銀察力をつけましょう。

(3)植物の生育を科学的に理解する力をつけましょう。

4 課題・補習について

野菜や草花の栽培環境や生育実験・調査親察を行います。その内容についてレポート

を提出してもらいます。そのために実験結果や考察、気がついた点など実習記録簿にし

っかりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参力哺渡億欲、技術）、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)レポート（親察記録等）

6 学習計画

年間をとおして植物（野菜・草おの生育や籾座慰意について学習します。

月 時数

4 8 

5 6 

6 4 

4 

7 4 

4 ， 4 

10 8 

11 8 

1 2 4 

1 4 

2 4 

3 8 

指導項目及び内容 疇 疇・実習

・農業と環境を学ぶにあったて 4 ・農場・畜舎見学

• 7'pヅェクト学習の進め方 ・植物への扱い方

・春まき草花の播種 ・播種の方法

・栽培基礎（草花栽培） 6 ・農機具の使い方

・作物とわたくしたち ・トウモロコシの生育測定

・トウモロコシの一生 ・トウモロコシの収穫

・草花の鉢上げ 8 ・草花の種類•生育調査

・サツマイモの定植 ・病害虫の観察

・サツマイモの栽培計画、品種と ・サツマイモ品種の違い

栽培管理 ・栽培管理

・沖縄における草杷即音 4 ・草花籾音のまとめ

・沖縄における野菜栽培 ・トウモロコシ栽塔のまとめ

・栽培プロジェクトのまとめ ・サツマイモ栽培のまとめ

•秋まき草花の播種 ・1 2 ・品種選ぴと栽培準備

・根菜類の栽培管理 ・草花・野菜の播種

・葉菜類の栽培管理

野菜栽培の学習指導 4 •野菜の観察

・沖縄の気象・士壌条件 ・草花の観察

・作型と品種

・栽培管理（播種から病害虫防除）

四季の草花学習指導

・鉗物用土壌特性

・品種特性病害虫防除 8 

•製品つくり•寄財植え・花壇

・学校行事（花祭り・農業祭）に 8 ・学校行事に向けて準備

向けて準備 •野菜栽培のまとめ

・草花即的まとめ

・冬まき草花の播種 8 ・草花の種類

・作物の生育と環境 ・栽培準備

・トウモロコシの栽培 8 ・草花の栽培管理

・トウモロコシの栽培管理

・栽培のまとめ

・反省と評価

・グループ発表



検印 校長

令和3年度シラバス

|螂|

科 目 「農業と環境～飼育・畜産～」

単位数 5 領育・栽培ローテーション学習） 学科：生物資源科 学年： 1年

1 学習の目標

(1)農業生産育成の体験的な学習む酋して、作り育てる・喜ぶや、成即惑、達曲惑を

味あわせ、農業及び農業学習に対する興味•関心を高めるとともに農業学習につ

いての明確な目標を把握させ、 3年間の高校生活を充実したものにするための基

礎を養う。

(2)プロジェクト学習を通して科学的思考力と問題解決能力を伸ばし、農業の各分野

の発展を図る能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)扉と籾砂学習を前半・後半りローテーションて行い、製楊実習を中心とした

内容で進めます。 （前半N01~20、後半N021~42) 

(2)基本的に毎回、実習服を着用して行います。（忘れないで下さい）

(3)梼の記録及環明→実習→本時の感恩記入→検印の荷れて進めま

すので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録もありますので携帯

できる筆記用具を準備してください。

3 学習する上での留意点

(1)家畜に触れ、飼育官埋を通して、農業の楽しさ、大変さを実惑してください。

(2)家畜の生育の様子を調査・観察し、槻察力をつけましょう。

(3)家畜の生育を科学的に理解する力をつけましょう。

4 課題・補習について

飼育環境やニワトリの飼育について実験や調査観察を行います。その内容についてレ

ポートを提出してもらいます。そのために実験結果や考察、気がついた点など実習記録

第にしつかりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加態度億欲、技術）、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)レポート（観察記録等）

6 学習計画

にわとりの飼育官埋む酋して、生育のしくみや籾口賭厄について学習します。

月 疇

4 4 

5 3 

6 2 

2 

7 2 

2 

， 2 
10 4 

11 4 

12 2 

1 2 

月 時間

2 2 

3 4 

指溝項目及ぴ内容 疇 実験・実習

・農業基礎を学ぶにあったて 2 ・農場・畜舎見学

・プ pヅェクト学習の進め方 ・家畜への接触

・家畜管理のあり方

・飼育基礎 3 ・飼育器具の消毒

・家畜とわたくしたち ・ヒナの導入と体癒則定

・家畜の一生

・麟に適しf環境と靡 4 ・畜舎の構造

・ニワトリ、飼育計画、品種 ・ワクチンの接種

・品種の親察

・週別体重測定

・飼育方式 2 ・プロイラーのと殺と解体処

・育すう 理

育すうの準備 ・外部寄生虫の駆除

初生びなの管理 ・防暑対策

幼ぴなの管理

・中ぴなの管理 6 ・良いヒナの選び方

・大ぴなの管理 ・デビークの実際

・産卵鶏の飼育 2 ・鶏の生殖器の槻察

・産卵鶏の特性と管理 ・産卵疇と錮陣

・ニワトリの見方 ・駄の見分け方

・鶏の病気 4 ・病気標本の観察

・ブロイラーの飼育と管理 ・鶏舎の消毒

及ぴ飼育状況について

・プロイラーの加工 4 ・くん鶏の作り方

・鶏の丸焼き

・孵化 4 ・自然孵化の実際

・自然孵化

指導項目及び内容 時数 実験・実習

・人工孵化 4 ・器具機材の消毒

・ふ卵器の操作

・鶏の発生観察

• 7゚nヅェクトのまとめ

飼育のまとめ

反省と評価

・グループ発表



検印 校長

科目

1.科目の目標

令和3年総合実習シラバス

疇 l

総合実習 単位数 3単位 履修学年 1年

農業の各分野に関する体験的な学習を通じて、総合的な技術を習得させ、経営と管理についての

理解を深めさせるとともに、管理能力や企画力など農業の各分野の改善を図る実践的な能力と態度

を育てる。

2.学習の進め方

(1)農業と環境に関する基本的・基礎的な技術を体験的に学習させる。

(2)栽培分野・飼育分野（養鶏）を中心に体験的、継続的な学習活動を通じて農業学習に対する興

味•関心を高める。

(3)実際の経営や産業に関連した総合的な実習を通じて、農業生物、生育環境、施設などを管理す

る能力や、仕事の計画や実施に必要な企画力、コミュニケーションの能力など実践的な能力と

態度を育成する。

(4)単位数3単位のうち 1単位は時間外に位置づけ、勤労槻や職業観を養うように運営する。

3.評価の鍛点・方法について

評価の親点 諌題及び評価方法 配点

関心・意欲・態度
出席状況

授業への積極的参加・服装容儀等
50 

思考・判断 効率的な学習・記録簿•他人との協調性 1 5 

技能・表現 安全な農具の使用・栽培・飼育技術 1 5 

知識・理解 農業鑑定（テスト） 20 

4.教科書及び副読本、参考書

実教出版「農業と環境」「農業と環境用語集」

5.年間学習指導計画

学期 主な単元 主な学習内容

1 1.農業と環境の単元 ・栽培（果菜類の栽培）
邑子 ・飼育（産卵鶏の飼育） ・農業鑑定

期

2 ・栽培（根菜類の栽培） ・夏季休業実習
巫子 ・飼育（プロイラーの飼育） ・農業鑑定

期

3 ・地域農業視察見学 ・冬期休業実習
邑子 ・栽培（葉菜類の栽培）

期 ・飼育（飼育のまとめ）



令和3年度植物バイオテクノロジーシラバス

検印 校長 教

科 目 f植物バイオテクノロジー」

単位数 2 学科：生物資源科植物資源コース 学年： 2年

1 学習の目標

鰈に酎る刈冠クノロ茫の寧齢な燐哉と技術を習得し、植物知野に関するバイオテクノロジー

について学び、植物が野で応用する能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)座学と実験・実習の方法で行います。実験は白衣実習は実習服を着用して行います。（授業の計画

を把握して行動・準備して下さい）

(2)本時の記録及び説明→実習→本時の感思記入→検印の流れて進めますので筆記用具は必

ず準備してください。また、農場での記録もありますのC携搭cきる笙記用具を準備してください。

(3)小グループでの調査・実験実習を行います。グループ内での協力や話し合いを大切にしてください。

3 学習する上での留意点

(1)植物バイオテクノロジ一の実験では、火気や刃物そして精密機器・薬n諸綽謀諏り扱いに注意しなけ

ればいけない皿翌口があります。その取り扱い方と知識をしつかり習得し、安全に実験できるように

してください。

(2)調査・観察では植物の生育の様子をとおして銀察力そしてデータ収集力を身につけましょう。

4 課題・補習について

実験は直接対象に接レ挙ぶチャンスです。積極的に参加しましょう。その内容についてレポートを提出し

てもらいます。そのために実輿吉果や考察、気がついた点など実習記録簿にしっかりと記録しておいてくだ

さい。

5 評価の親点・方法について欲の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)実験・自習のレポート（観察記録等）

6 学習計両

月 単元・教材名 疇

4 パイオテク 6 

ノロジーを

学ぶ

5 バイオテク 22 

～ ノロジーの

7 基礎と実際

， 繁殖の基礎 30 
～ 虹識

12 一そのほかの栄養繁殖）

1 新しい品種 12 

～ への技術や

3 地球環境へ

の技術の利

用法

ムロ 計 70 

指導項目及び内容 実験・実習 指導上の工夫・留意点

1. バイオテクノロジ ・装置、器具の ・農業各科共通の科目であること

ーの概要 扱い をふまえて、生徒の興味•関心を

2. 培地作り 引き出すことのできるような身

近な題材を取り上げる。

1.生物の構造と機能 ・饂の観察 ・バイオテクノロジーの基礎・基

2.生物の発生と分化 ・組 本として生物の胴告と機能、発生

3.遺伝子と遺伝 ・ラン類の と分化遺伝子と遺伝などの環境

4.翠ぽ既・器具の扱 交配と生育 要因についても基礎的な要素を

い（教育センター実習） ・植牲邸織培養 とりあ団図解などで簡潔に記述

する。

1. 植物組織培養の ・植物組織培養 •植物パイ冠クノロジが農業分

実・繁殖 の 閉こ果たす役割を十分に説明し、

サツマイモ 現在の社会事情を理解させ他の

バナナ 分野にも興味をもたせるように

ラン類 する。

2. 培．養植物の順化

3. 培．養~他物の栽培 ・培養植物の卿口琺を身につけ

試 る

1. 遺伝子組み換え技 •関連企挙への ・植物バイオの先端技術につい

術 視察見学 て、農業分野での関塵で説明す

2. パイオマス技術に ・有用植物の る。

ついて 栽培利用法 ・事例についてスライドやDVD

などをf明礼ズ説明する。

・地関連企業や業者と連携し

見学できるようにする



令和3年度生物活用シラバス

検印 校長 教頭

科目 「生物活用J

単位数 2 絆：生飯資源科植物資源コース学年： 2年

1 学習の目標

草花の栽培と利用法に関する必要な知識と技術を習得させ、草花の特性翌琲月目的、場面に応じた利用法

を理解させるとともに、技術の向上と利用効果を図る能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)座学と実験・実習の方法て行います。実習は実習服を着用して行います。領業の計画を把握して行

動・準備して下さい）

(2)本時の記録及び説明 →実習→本時の感息記入→検印の流れて進めますのて笞記用具1如z、
ずしてください。また、農場での記録もありますのC・携帯Cきる筆記用具を準備してください。

(3)小グループでの調査・実験実習を行います。グループ内での協力や話し合いを大切にしてください。

3 学習する上での留意点

(1)草花の利用法や生きのもの活用法について次の目標を立て授業お也めるので、身につけましょう。

①植物や生き物の生態や糊敦を哩悴し、その有効な活用法を考え、実践する。

②草花即音D基礎・基本的な知識・技術を身につけ、第三者へ教え、伝えることができるようになる。

③園芸装飾や課外活動（花壇の侑戎園芸交流等）や癒しの空間作りの実践の評価をする。

(2)調査・親察では植物の生育の様子をとおして銀察力そしてデータ収集力を身につけましょう。

4 課題・補習について

実険・実習は直接対象に接し学ぶチャンスです。積極的に参加しましょう。その内容についていドートを

提出してもらいます。そのために実獅甜駅考察、気がついた点なと実習記録簿にしっかりと記録しておい

てください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総命的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)実験・自習のい代ート（親察記録等）

6 学習計画

月 単元・教材名

4 草花生産と

消費の動向

5 生活と草花

～ の和囲

7 

， 園芸装飾の
～ 実際

12 

1 フラワーア

～ レンジメン

3 トについて

＾ ロ 計

時間 指導項目及び内容 実験・実習 指導上の工夫・硫意点

6 草花生産と消費の勁向 草花の繁殖 植物学籾瀕、園芸均を理解さ

暉了繁殖） せ草花の糊敦む翌犀させる。

鉢上げ）

暉巴） グループ別に草花の播種を行う

22 生活と草花の利用 花 播種後の管理を中心に植物の生

室 育についで郵解させる

生活と草花の利用 盆栽作り・ ヒューマンサービス分野（園芸

草花の生育と栽培技術 ハープ・薬阜吋舌 療

園芸デザイ以］） 用法 園芸デザインの基本と応用につ

しヽて理

30 花木、振葉植物の繁殖・ 茸花の繁殖 繁殖の方法について理解させ

和囲法 伐 る。

親葉植物の利用

園芸デザイス2) 法 寄せ植えの作成をとおして園芸

作品作り（ハンギングパ デザインの基本を身につける

スケット） 作品制作と販売 作品制作をとおして室内装飾

（アロマキャンドル作 の効果を判折する。

り）

12 フラワーアレンジメント フラワーアレン フラワーアレンジメントについ

について ジメントな基本 て理解させる。

1年間を振り返っての評価をす

る。
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検印 校長

単位数 2

1 学習の目標

令和3年度畜産シラバス

教頭

科目 「畜産（養牛）」

学科：生物資源畜産コース 学年： 2年

(1)家畜の飼育と経営に必要な知識と技術を習得させ、家畜の特性や飼育環境を理解さ

せるとともに、生産性の向上をはかる能力と態度を育てる。

(2)肉牛の特性や品種および繁殖牛飼育・肥育牛の知識と技術を習得し、肉用牛経営の

できる基本的な能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)基本的に毎回、実習服を着用して行います。 t忘れないで下さい）
(2)本時の記録及び説明 →実習 →本時の感思記入→検印の流れて進めます

ので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録もありますので携帯でき

る筆記用具を準備してください。

3 学習する上での留意点

(1)家畜に触れ、飼育管理を通して、農業の楽しさ、大変さを実殺してください。

(2)家畜の生育の様子を調査・親察し、銀察力をつけましょう。

(3)家畜の生育を科学的に理解する力をつけましょう。

4 課題・補習について

飼育環境や養牛の飼育について実験や調査観察を行います。その内容についてレポート

を提出してもらいます。そのために実験結果や考察、気がついた点など実習記録簿にしつ

かりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)飼育官埋技術等の習得状況

(4) レポート（蜆察記録等）

6 学習計画

養牛の飼育管理を通して、生育のしくみや栽喫慰党について学習します。

月 学習項目（単冠

4 家畜と畜産

5 肉牛の特性

6 和牛の品種と

和牛の見方

7 良い肉牛の選

ひ
， 繁殖と育成
1.繁殖

10 2.子牛の育成

11 肥育

12 肉用牛の病気

と予防衛生

1 飼育形態と牛

舎

2 糞尿の利用と

処理

3 沖畜産

まとめ

疇 主な学習内容 指導上の貿殷点・工夫

12 C畜産とは何か ・農業経営の中で家畜の果たす役割を自

然界の物質循環の中で理解させる

12 C涼畜の一生 ・牛舎での牛の行動を観察させながらそ

＠和牛の特性 の特性を理解させる。

③和牛の体 •和牛を使って実際に各部の名称を覚え

させる。

12 G涼井の品種 ・スライドの活用

②鯰 •本校の和牛糾吏っで薪査の競技会を実

③和牛麟標準の解説 施し技術競技大会へ継続させる。

G痢井瑶漆の仕方

12 ①血統による選び方 ・産肉能力検定や登録事業はすへて牛の

②能力による選び方 改良のためであることを知る。

16 G楳殖遮・齢期 ・ 1回の発情見落としが経営に大きな損

②発情の徴候と授精 失をもたらすことを計算させ発情記

＠妊娠と妊娠中の飼育官‘..←埋 録や妊娠記録など実際に実施する。

④出産と母ヤ況甜を笛理

16 ①とそ咲韓皮 ・哺浮頃抒牛に初乳力迎凄であることを

②ほ育中の育成 強調し、人間のも初乳は大切であるこ

③育成牛の飼養笞理 とを哩悴させる。

16 ①肉用牛の肥育 ・醐喋牛を疇し、どの程度の牛が

②肉用牛肥育の方法 素牛として良いのが選ばせる。

暉牛の選び方

G肥育の方法

12 詞用牛の健康管理 ・牛の病気などはスライドを利用してわ

②肉用牛の主な病気とその対 かりやすくする。

策

12 0餌育形態 ・牛舎の作りは写真やスライドを利用す

＠芹舎の種類と特性 る。

③付属施設と器具・機械

12 G漢源の排泄駄と成分 ・糞尿廻哩による問題について考える。

＠漢尿の利用法

③堆肥の作り方

8 ①沖縄県の肉牛生産の現状 •施設等についてはスライドや写真を利

②反省と評価 用しで晦月する。



令和3年度 シラバス科目 「 畜産加工」

検印 亘 I 教頭 I I 
単位数 2 学科：生物資源科畜産資源コース 学年： 2年

1 学習の目標

農業生産物の加工に必要な知識と技術を習得させ、農業生産物食品の特性

と加工の原理を理解させるとともに品質と生産性の向上を固る能力と態度

を育てる。特に加工については農産加工の体験的、継続的製造実習と、観察、

実験などの学習活動を通し、原材料の特性及び農産加工の原理を理解させる。

栽培、生産（出産・飼育）から加工・販売までの一連の生産性について学習

し、その技術の習得を図る。

2 授業の進め方

(1)基本的に毎回、実習服・エプロン・キャップを着用して行います。（忘れ

ないで下さい）

(2)本時の記録及び説明 → 実習 → 本時の感想記入 → 検印の流れ

で進めますので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録も

ありますので携帯できる筆記用具を準偏してください。

3 学習する上での留意点

(1)飼育教育（生産）から食品・製造加工（加工・販売）を中心とした農産

加工食品の製造に努める。

(2)指導に当たっては、使用する機器及び刃物類の安全管理を充分行い、実

技指導を実践する

4 課題・補習について

新商品の開発や、加工技術の習得を函るため、実験結果や考察、気がついた点

など実習記録簿にしつかりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(,)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況 (2)定期考査（中

間、期末） （3) レポート（観察記録等）

学期 月

4 

1 ------
5 

巫子

------
6 

期

------

7 

， 
2 10 

.. ",.'--,.,— 
巫子

11 

期 ------

12 

3 1 

学 ------

期
2 

備
指 導 内 容 配当時間

考

1.食品製造の意義と動向
6 24 

ア食品製造の意義 イ 食品産業の現状と動向
------------------------------------------------------------------------------------
2.食品の変質と貯蔵

4 
ア 食品の変質とその原因 イ 食品の貯蔵方法
------------------------------------------------------------------------------------
3.食品加工と食品衛生

6 
ア食品と食品衛生 イ食中毒 ウ食品添加物

-----------------------------------------------------------------------------------
4.. 畜産物の生産、飼育、解体、加工

4 
ア 肉用鶏の飼育 イ ブロイラー解体実習
ウ スモークチキン、ローストチキンの製造
------------------------------------------------------------------------------------
5.畜産物の生産、飼育、解体、加工

4 
ア 肉用豚の飼育、解体

1. 肉の加工実習① ， 32 
------ア肉--の--加肉---用工--豚--の---解--体--実---習---------------------------------------------
2. 実習② トー----------
アハム加工実習 9 

•~ ----イ ベーコンの製造実習-----------------------------------------------------
3. 肉の加工実習
ア豚肉の解体実 イ ベーコン製造実習

8 

-4--.---肉--の--加---工--実--習---③----------------------------------------------------------------

ア 牛肉の解体、加工実習
6 

イ 牛肉のハンバーグ製造実習

14 

1.畜産物の加工
8 

ア 鶏卵の加工（マヨネーズ、温泉卵）

------------------------------------------------------------------------., ----------

2. 畜産物の流通と価格設定
6 

ア 流通、販売に関する学習、まとめ
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検印 校長

生物資源科の科目

科目

1.科目の目標

令和3年総合実習シラバス

|蜘|

総合実習 単位数 3単位 履修学年 2年

農業の各分野に関する体験的な学習を通じて、総合的な技術を習得させ、経営と管理についての

理解を深めさせるとともに、管理能力や企画力など農業の各分野の改善を囮る実践的な能力と態度

を育てる。

2.学習の進め方

(1)コース（畜産資源・植物資源）に関する基礎・基本を確実に定着させるとともに、体験的・継

続的な学習活動を通じて、農業学習に対する興味•関心を高める。

(2)実際の経営や産業に関連した総合的な実習を通じて、農業生物、生育環境、施設などを管理す

る能力や、仕事の計画や実施に必要な企画力、コミュニケーションの能力など実践的な能力と

態度を育成する。

(3)単位数3単位のうち 1単位は時間外に位置づけ、勤労観や職業観を養うように運営する。

3.評価の観点・方法について

評価の観点 課題及び評価方法 配点

関心・意欲・態度
出席状況

50 
授業への積極的参加・服装容儀等

思考・判断 効率的な学習・記録簿•他人との協調性 1 5 

技能・表現 安全な農具の使用・飼育技術・製作技術 1 5 

知識・理解 農業鑑定（テスト） 20 

4.教科書及び副読本、参考書

実教出版「草花」、「植物バイオテクノロジー」、「畜産」

5.年間学習指導計画

学期 主な単元 主な学習内容

1 1.畜産資源の単元 ・畜産（用牛・養豚の管理）
，，，， 子 植物資源の単元 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期 ・農業鑑定

2 ・畜産（用牛・養豚の管理） ・夏季休業実習

A 子 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期 ・農業鑑定

・農業祭への取り組み

3 ・畜産（用牛・養豚の管理） ・冬期休業実習

巫子 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期



検印 校長

生物資源科の科目

令和3年度課題研究シラバス

|疇|

ロ 課題研究 三 2単位 履修学年 2年

1.科目の目標

農業に関する課題を設定し、その課題の解決を囮る学習を通じて、専門的な知識と技術の深化、

総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

2.学習の進め方

(1)畜産、植物栽培分野に関する課題について、その解決を目指して学習させ専門的な個々の知識

と技術を関連させ、その深化・総合化を図る。

(2)畜産、植物栽培分野及びその学習に必要な問題解決能力、自発的、創造的な学習態度および自

己教育力などの育成を図るように指導する。

(3)調査、研究、実験、作品製作及び資格取得など各科目で学習した知識や技術を応用し課題解

決を行うとともに、毎学期レポートを作成し学習の体系化を固る。

3.評価の観点・方法について

評価の観点 課題及び評価方法

関心・意欲・態度
出席状況

授業への積極的参加・服装容儀等

思考・判断
効率的な学習及び工夫

記録婚•他人との協調性

技能・表現
製作物、販売物、飼育・製作技術

レポート

知識・理解 レポート

4.教科書及び副読本、参考書

実教出版「畜産」「植物バイオテクノロジー」「農業機械」

5.年間学習指導計画

学期 主な単元 主な学習内容

1 1.課題の設定 ・テーマとテーマ設定理由
巫子 2.研究方法 ・調査研究の期間

期 ・基本調査 ・レポート提出

2 3．実験、調査、製作など ・飼育、製作、アンケート
} 子 4.報告書の作成 ・実験、調査など

期 ・結果と考察

・報告書の書き方と様式 ・レポート提出

3 5.まとめとレポート作成 •まとめと反省
巫子 ・レポート提出

期 ・レポート提出

配点

30 

15 

20 

30 



令和3年度植物バイオテクノロジー シラバス

検印 校長 教頭 l 
科 目 「植物バイオテクノロジー」

単位数 4 岬：生物資源科植物資源コース 学年： 3年

1 学習の目標

「ノもイオテクノロジーの知識と技術を習得させ、バイオテクノロジーの特質•特異性む郵屏させると共に、

鰈虚頒で応用する勤・鰈を釈る」

2 授業の進め方

(1)座学と実験・実習の方法て行います。実験は白衣9実習は実習服を着用して行います。俄業の計画

を把握して行動・準備して下さい）

(2)却砂四級墳硼→実習→本皓り感息記入→検印の節れて進めますので筆記用具は必

ず準備してください。また、農場での記録もありますのC携帯Cきる筆記用具を準備してください。

(3)小グループでの調査・実験実習を行います。グルーオ村での協力や話し合いを大切にしてください。

3 学習する上での留意点

(1)植物ベイオテクノロジ一の実験では、火気や刃物そして精密機器・薬品器具等取り扱いに注意しなけ

ればいけない実験器具があります。その取り扱い方と知識をしっかり習得し、安全に実険できるように

してください。

(2)調査・観察では梱物の生育の様子をとおして観察力そしてデータ収集力を身につけましょう。

(3)各グループで計画を立て、実践、評価することが大切です。培地作りの計両や培養植物◎囮きなどを

できるようにする。

4 課題・補習について

実験は直接対象に接し学ぶチャンスです。積極的に参加しましょう。その内容についてレポートを提出し

てもらいます。そのために実獅吉果や考察、気がついた点など実習記録簿にしっかりと記録しておいてくだ

さい。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)細躙磯業ぺ濤加意欲・参加熊変、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)実験・自習の切怜ート（銀察記録等）

6 学習計画

月 単元・教材名

4 バイオテク

ノロジーを

学ぶ

5 パイオテク

～ ノロジーの

7 基礎と実際

， 繁殖の基礎
～ 囀

12 ― そのほか

の

1 新しい品種

～ への技術や

3 地球環境へ

の技術の利

用法

ムロ 計

時間 指導項目及び内容 実験・実習 指導上の工夫・留意点

6 1. バイオテクノロジ ・装置、器具の ・農業名刊共通の科目であること

ーの概要 扱い をふまえて、生徒の興味•関心を

2. 培地作り 引き出すことのできるような身

近な題材を取り上げる。

58 1.生物の構造と機能 •細胞の観察 ・バイオテクノロジ→茂証せ・基

2.生物の発生と分化 ・組織の観察 本として生物の構造と機能、発生

3.遺伝子と遺伝 ・ラン類の と分化遺伝子と遺伝などの環境

4.実験装置・器具の扱 交配と生育 要因についても基礎的な要素を

い債好荘ンター実習） ・植物組綿昭養 とりあげ図解などで簡潔に記述

する。

68 1. 楠 ・植物組織培養 •植狗バイオテクノロジ祁農業分

実際・繁殖 の 野に果たす役割を十分に説明し、

サツマイモ 現在の社会事情を理解させ他の

バナナ 分野にも興味をもたせるように

ラン類 する。

2. 培養植物の順化

3. 岨雌物の栽培 ．培．養植物の順化が去を身につけ

暉 る

8 1. 遺伝子組み換え技 •関連企挙一への ・植物バイオの先端技術につい

術 視察見学 て、髭彰擾での謎噂明す

2. バイオマス技術に ・有用植物の る。

ついて 栽培利用法 ・事例についてスライドやDVD

などを利用しで剃明する。

・地問挙や業者と連携し

見学できるようにする

140 



令和3年度 シラバス

検印 校長 教頭 I I 

科目 「植物資源」

単位数 4 学科：生物資源科植物資源コース 学年： 3年

1 学習の目標

資源植物・有用植物における、バイオ技術などの繁殖や栽培に関する知識と技術を学ぶとともに、

本県の資源植物・有用植物の有用・活用について理解を深め、農業及び産業技術者として必要な能カ・

実践力を育てる。

2 授棠の進め方

(1)基本的に毎回、実習服を着用して行います。（忘れないで下さい）

(2)本時の記録及び説明 → 実習 → 本時の感想記入 → 検印の流れで進めますので筆記用

具は必ず準備してください。また、農場での記録もありますので携帯できる筆記用具を準備して

ください。

3 学習する上での留意点

(1)私たちの生活は様々な資源植物・有用植物を利用して成り立っています。植物の利用価値をあ

らためて見直し、植物の重要性を理解しましょう。

(2)資源植物・有用植物の利用価値は農業にとどまらず、その他の産業に及びます。広い視野を持

ち、植物の活用とその可能性について探求心を持って学習に望もう。

4 課題・補習について

資源植物・有用植物の繁殖・栽培管理を行います。その内容についてレポートを提出してもらいま

す。そのために実験結果や考察、気がついた点など実習記録簿にしつかりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3) レポート（観察記録等）

学期 月

4 

5 

1 

6 

7 

， 

10 

2 

11 

12 

1 

2 
3 

3 

配当
指導内・容

時数
指導上の工夫・留意事項

1.資源植物・有用植物の生育と栽培技術 ・食用植物、工芸植物、飼肥料植

生育・栽培特性 物、観賞用植物ごとに例を挙げ

繁殖方法 （種子繁殖・栄養繁殖） 、植物が資源として扱われるこ

沖縄における栽培状況•利用法 と理解させる。

39 

2.有用遺伝の保護（野生ランの栽培・増殖） •有用植物の繁殖や栽培に関する

沖縄の野生ランについて 知識と技術を身につける。

ラン類の生育過程

3.植物バイオテクノロジーの基礎知識・実際 ・植物バイオテクノロジーにおけ

培地組成と培地作成 る実験・実習では、刃物・薬品

器具・機器の使い方 ・ガス等危険なものを取り扱う

無菌操作 ため、機器や施設の正しい利用

無菌播種（未熟・完熟種子） 法など安全管理に努める。

継代培養

42 
4.環境問題とバイオマス •生物（植物）を利用してエネル

環境問題と農業 ギーを生み出す仕組みを理解さ

バイオマスとは せる。

沖縄におけるバイオマス利用 ・地球温暖化における農業の役割

を考えさせる。

・沖縄県のバイオマス関連企業と

その取り組みなどを紹介する。

5.資源作物・植物の可能性と課題 ・沖縄県におけるバイオマス、薬

草等の関運企業、研究機関の取

24 組を紹介するとともに、資源植

1年間のまとめ 物・有用植物の可能性と課題に

ついて理解させる。

計 105 



令和3年度畜産 シラバス

検印 校長 I 「＿蜘頁

科目「畜産（養豚）」

単位数 4 学科：生物資源科畜産資源コース 学年： 3年

1 学習の目標

(1)家畜の飼育と経営に必要な知識と技術を習得させ、家畜の特性や飼育環境を理解さ

せるとともに、生産性の向上をはかる能力と態度を育てる。

(2)豚の特性や品種およひ繁殉豚飼育・肥育豚の知識と技術を習得し、養豚業経営ので

きる基本的な能力と態度を育てる。

2 授業の進め方

(1)基本的に毎回、実習服を着用して行います。偲れないで下さい）

(2)旋の匹級環明→実習→末時の感息記入→樹叩の諏咲進めます

ので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録もありますので携帯でき

る筆記用具を準備してください。

3 学習する上での留意点

(1)家畜に触れ、飼育管理を通して、農業の楽しさ、大変さを実惑してください。

(2)家畜の生育の様子を調査・観察し、親察力をつけましょう。

(3)家畜の生育を科学的に理解する力をつけましょう。

4 課題・補習について

飼育環境や養牛の飼育について実験や調査観察を行います。その内容についてレポート

を提出してもらいます。そのために実験結果や考察、気がついた点など実習記録簿にしつ

かりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3)扇戸痴齊の習勁邸況

(4) レポート（観察記録等）

6 学習計画

養豚飼育管理を通して、生育のしくみや栽睾慰意について学習します。

月 学習項目（単元） 鴫9 主な学習内容 指導上の留意点・工夫

4 家畜と畜産 12 ①畜産とは何か •農業経営の中で家畜の果たす役割を自

然界の物質循環の中で理解させる

5 疇虚性 12 C家畜の一生 ・豚舎での牛の行動を親察させながらそ

暉の の特性を理解させる。

③豚の体 ・慰諏を使って実嘉に各部の名称を覚

えさせる。

6 豚の品種と豚 12 暉の品種 ・スライドの活用

の見方 暉の見方 ・蕊の豚破っで飩の蘭支会を実施

⑧豚審査標準の解説 し技術競技大会ぺ藤続させる。

G弱瑚査の仕方
7 良い繁殖豚の 12 ①血統による選び方 鰍勤麟や蒻薄業iサヘて物

選び方 ②能力による選び方 改良のためであることを知る。

， 繁殖と育成 16 G ・ 1回の発情見落としが経営に大きな損

1.繁殖 ②発情の徴候と授精 失をもたらすことを計算させ発情記

＠渕娠と妊娠中の飼育官埋 録霞など実際に実施する。

碑産と欝植物瀑蒻

10 2.子豚の育成 16 ①子豚の発情とその特徴 ・哺乳期子豚に初訟望要であることを

②ほ育中の育成 強調し、人間のも初乳は大切であるこ

③育成豚の飼茶笞理 とを哩解させる。

11 肥育 16 ①肉豚の肥育 ・肥育豚としての豚◎蜀吸び肥育の方

②肉胴把育の方法 法を考えさせる。

疇の選び方

G杷育の方法
12 豚の病気と予 12 C肉豚の健康笞理 ・豚の病気などはスライドを利用してわ

防衛生 ＠病豚の主な病気とその対策 かりやすくする。

1 飼育形態と豚 12 ①飼育形態 ・豚舎の作りは写真やスライドを利用す

舎施設 ②豚舎の種類と特性 る。

③付属施設と器具・機械

2 糞尿の利用と 12 ①糞尿の排泄量と成分 ・糞尿処理による問垣について考える。

処 ②漢尿の利用法

③堆肥の作り方

3 沖縄県の畜産 16 ①沖縄県の肉豚生産の現伏 ・施設等についてはスライドや写真を利

まとめ ②反省と評価 用して説明する。



令和3年度 シラバス

検印 校長 教頭 1 | 
科目 「畜産加工」

単位数 3 学科：生物資源科畜産資源コース 学年： 3年

1 学習の目標

農業生産物の加工に必要な知識と技術を習得させ、農業生産物食品の特性

と加工の原理を理解させるとともに品質と生産性の向上を図る能力と態度

を育てる。特に加工については農産加工の体験的、継続的製造実習と、親察、

実験などの学習活動を通し、原材料の特性及び農産加工の原理を理解させる。

栽培、生産（出産・飼育）から加工・販売までの一連の生産性について学習

し、その技術の習得を屈る。

2 授業の進め方

(1)基本的に毎回、実習服・エプロン・キャップを着用して行います。（忘れ

ないで下さい）

(2)本時の記録及び説明 → 実習 → 本時の感想記入 → 検印の流れ

で進めますので筆記用具は必ず準備してください。また、農場での記録も

ありますので携帯できる筆記用具を準備してください。

3 学習する上での留意点

(1)飼育教育（生産）から食品・製造加工（加工・・販売）を中心とした農産

加工食品の製造に努める。

(2)指導に当たっては、使用する機器及び刃物類の安全管理を充分行い、実

技指導を実践する

4 課題・補習について

新商品の開発や、加工技術の習得を固るため、実験結果や考察、気がついた点

など実習記録簿にしつかりと記録しておいてください。

5 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

学期 月

4 
1 

巫子~ 5 

期 ------

6 

7 ， 
2 
10 

足子

11 

期

12 

1 

3 
2 

A 子

期 3 

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況 （2)定期考査（中間、期末）

備
指 導 内 容 配当時間

考

1.食品製造の意義と動向
5 

ア食品製造の意義 イ 食品産業の現状と動向
------------------------------------------------------------------------------------
2.食品の変質と貯蔵
ア 食品の変質とその原因 イ 食品の貯蔵方法

5 

------------------------------------------------------------------------------------
3.食品加工と食品衛生

ア食品と食品衛生 イ 食中毒 ウ食品添加物
5 

------------------―“---------------------------------------------------
-------------

4. 畜産物の生産、飼育、解体、加工

ア 肉用鶏の飼育 イ ブロイラー解体実習
1 2 

ウ スモークチキンの製造 工 ローストチキンの製造

1.畜産物の生産、飼育、解体、加工

ア 肉用豚の飼育、解体
1 2 

-------------
2.肉の加工実習

ア豚肉の解体実習 イ ハム製造実習

-----ウ--ベーコ-ン--の--製--造---実--習 ---------------------------------------
1 2 

-------------

3. 肉の加工実習

ア豚肉の解体実 イ ベーコン製造実習
2 2 

1.畜産物の生産、飼育、解体、加工

ア 肉用牛の飼育、解体

2.肉の加工実習
20 

ア牛肉の解体実習 イ 牛肉の加工実習
ウ 牛肉ハンバーグの製造実習

3. 畜産物の加工

ア鶏卵の加エイ マヨネーズの製造 ウ温泉卵製造

4.流通と価格設定 1 2 

ア 価格設定表示、流通販売

1 0 5 

(3) レポート（観察記録等）



令和3年度 「農業機械」 シラバス
科目 「農業機械」

I校長検印 1教頭検印単位数 2 学科：生物資源科 学年： 3年
1 学習の目標

(1)農業機械の取り扱いと維持管理に必要な知識と技術を習得する

(2)農業生産における機械の利用について理解させるとともに、経営の合理化を図る能力と態度を育てる

2 授業の進め方

(1)基本的に毎回、実習服を着用して行います。（忘れないで下さい）

(2)本時の記録及び説明 → 実習 → 本時の感想記入 → 検印の流れで進めますので筆記用具は必ず準備してく

ださい。また、農場での記録もありますので携帯できる筆記用具を準錆してください。

3 学習する上での留意点

(1)農業機械の適切な利用により、農業経営の合理化、発展を図ることが可能になります。基本となる農業機械の取り

扱いと維持管理について、しつかりと学習しましょう。

(2)機械を安全に取り扱うため、安全に配慮した服装、説明・注意事項をしつかりと守る、周囲に気を配るを常に心が

けて下さい。

4 評価の観点・方法について（次の観点により、総合的に評価します）

(1)毎時間の授業への参加意欲・参加態度、出席状況

(2)定期考査（中間、期末）

(3) レポート（観察記録等）

5 学習計画

単 指導項目 月 指導内容と方法 指導上の留意点
元 講義（座学） 時数 実験・実習 時数

第 はじめに 4 2 
農業の機械化 農業機械ははたらきか

章 1農業機械化の目的 5 ①農業機械の役割 2 ける対象が作物や植物な
②機械化と農業経営 2 どの「生き物」であるこ

③機械化と社会 とを理解する
n農作業の特性と機 6 ①農作業の適期 2 農業の機械化の必要性
械化 ②農作業の環境

③農作業の質

皿農作業の種類 7 ①動力機械と作業機械 2 スライド 2 
②汎用機械と専用機械

③水田・畑・園芸・牧草用

機械

IV農業機械の発展 ①農業機械の発遠 2 
②わが国とアメリカ合衆国

の機械化

③将来の機械化 2 
第 トフクタ ， ①種類 2 実物を使用して 2
I乗用トラクタ ②構造と機能 の学習 安全運転を撤底して細

章 ③運転 2 エンジンの始動 4 心の注意をこころがける
④トラクタ作業と安全 と運転走行実習 4 

Il歩行用トラクタ 10 ①種類 2 4 
②構造と機能 耕うん実習 4 

2 
m作業機の連結利用 11 ①作業機の装着方式 2 
装置 ② PT  0軸 2 

③作業機の制御

IV性能 12 ①けん引性能 2 性能試験の方法 2 簡単な性能の計算ができ
② PT  0軸出力 2 るようにする

第 燃料と潤滑油 1 ①燃料 2 各種燃料の種類 2 危険物とも連動して学
②潤滑油 2 と特徴 2 習を深化させる

章

第 地域の農業機械 5 ①沖縄における農業機械 3 身近にみられる 2 農業機械はその地域に
四 農棠機械を調べ 適した仕様があるという

章 る ことを理解する

3 仕様•取り扱い 2 
・学習の反省とまと について理解す

め る

合計時数 70 40 30 

-1-



検印 校長

生物資源科の科目

科目

1.科目の目標

令和3年総合実習シラバス

1 蜘 I

総合実習 単位数 3単位 履修学年 3年

農業の各分野に関する体験的な学習を通じて、総合的な技術を習得させ、経営と管理についての

理解を深めさせるとともに管理能力や企画力など農業の各分野の改善を図る実践的な能力と態度

を育てる。

2.学習の進め方

(1)コース（畜産資源・植物資源）に関する基礎・基本を確実に定着させるとともに、体験的・継

続的な学習活動を通じて、農業学習に対する興味•関心を高める。

(2)実際の経営や産業に関連した総合的な実習を通じて、農業生物、生育環境、施設などを管理す

る能力や、仕事の計画や実施に必要な企画力、コミュニケーションの能力など実践的な能力と

態度を育成する。

(3)単位数3単位のうち1単位は時間外に位置づけ、勤労銀や職業観を養うように運営する。

3.評価の観点・方法について

評価の観点 課題及び評価方法 配点

関心・意欲・態度
出席状況

50 
授業への積極的参加・服装容儀等

思考・判断 効率的な学習・記録舘•他人との協調性 1 5 

技能・表現 安全な農具の使用・飼育技術・製作技術 1 5 

知識・理解 農業鑑定（テスト） 20 

4.教科書及び副読本、参考書

、実教出版「草花」、「植物バイオテクノロジー」、「畜産」

5.年間学習指導計画

学期 主な単元 主な学習内容

1 1.畜産資源の単元 ・畜産（用牛・養豚の管理）

邑子 植物資源の単元 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期 ・農業鑑定

2 ・畜産（用牛・養豚の管理） ・夏季休業実習
,,,. 子 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期 ・農業鑑定

・農業祭への取り組み

3 ・畜産（用牛・養豚の管理） ・冬期休業実習

巫子 ・植物資源（草花栽培管理、植物バイオ管理）

期



検印 校長

生物資源科の科目

令和3年度

l 教頭
課題研究

I 
シラバス

ロ課題研究 三 4単位 履修学年 3年

1.科目の目標

農業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通じて、専門的な知識と技術の深化、

総合化を固るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

2.学習の進め方

(1)畜産、植物栽培分野に関する課題について、その解決を目指して学習させ専門的な個々の知識

と技術を関連させ、その深化・総合化を図る。

(2)畜産、植物栽培分野及びその学習に必要な問題解決能力、自発的、創造的な学習態度および自

己教育力などの育成を図るように指導する。

(3)調査、研究、実験、作品製作及び資格取得など各科目で学習した知識や技術を応用し課題解

決を行うとともに、毎学期レポートを作成し学習の体系化を図る。

3.評価の観点・方法について

評価の鍛点 課題及び評価方法

関心・意欲・態度
出席状況

授業への積極的参加・服装容｛義等

思考・判断
効率的な学習及び工夫

記録簿•他人との協調性

技能・表現
製作物、販売物、飼育・製作技術

レポート

知識・理解 レポート

4.教科書及び副読本、参考書

実教出版「畜産」「植物バイオテクノロジ一」「農業機械」

5.年間学習指導計画

学期 主な単元 主な学習内容

1 1.課題の設定 ・テーマとテーマ設定理由
邑子 2.研究方法 ・調査研究の期間

期 ・基本調査 ・レポート提出

2 3.実験、調査、製作など ・飼育、製作、アンケート
邑子 4.報告書の作成 ・実験、調査など

期 ・結果と考察

・報告書の書き方と様式 ・レポート提出

3 5.まとめとレポート作成 •まとめと反省
巫子 ・レポート提出

期 ・レポート提出

配点

3 0 

1 5 

20 

30 


